
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

グループワークの内容 
①担い手不足で困っていること、不安なこと、②今現在、地域人材（事業所・学生等）にお願いしていること、地域に協力していることの順にあげて、 

③今後、「こんな連携＆協力ができたらいいな！」を話し合い、地域人材との連携アイデアなどを発表しました。        ※■…地域人材との連携アイデア 

 

 

 

    

 

令和６年度天白区コミュニティ交流会開催結果 

日時/場所    令和７年１月 1９日（日）午前 9 時半～正午／天白区役所 講堂 

参 加 者   ３２名（各学区連絡協議会、愛知中小企業家同友会、職員） 

テ ー マ   地域活動における担い手不足解消のため、地域人材（地元事業所、学生）との連携の余地を探る 

内 容   ときほぐし（アイスブレイク）のあと、６つのグループに分かれ、悩みを共有して、グループワークを行いました。 

総合ファシリテーター   まち楽房有限会社  代表取締役 加藤 武志 

○A グループ ○B グループ 
発表内容 

✭地域の方だけではなく、みんなでやっていく 

（イベント運営の会議から事業所、学生に参加してもらう） 

✭お祭り・イベント（運動会）の設営・片付けは業者に委託 

【他にもこんなアイデアが】 

・仕事の細分化、スリム化、マニュアル化をする 

・パソコンの得意な方に書類や HP、広報の作成を頼む 

■地域にかかわるすべての主体にもっと地域を知ってもらう 

■地域とのつながりを増やすしくみを事業所と一緒に考える 

■学区の印刷なら格安にしてくれる事業所がある 

■子ども食堂ボランティアスタッフ 

■災害時の物資管理場所の提供 

 

○C グループ 

発表内容 

 ✭役を受ければ、必ず学びがあるはず 

✭事業所がどんな仕事をしているか（どんな事なら役立てるか） 

知ってもらう。例えば、防災・防犯などで資材を提供 

【他にもこんなアイデアが】 

 ・その場限りのボランティアを募る  

・若手の役員大募集 

 ・役員任期を設定（長くやりすぎず、新しい風が入る仕組み） 

 ・現在活用している LINE グループで会議資料を配布 

 ・イベントの結果の共有し、やりがいのあるイベントへ 

・誰でも集まれておしゃべりできる場所を設ける 

・HPの作成 

■防災避難場所の提供  

■イベント時の駐車場提供 

 ■地域資源の情報提供（どういう主体が何をできるか） 

 ■イベント出店・協賛金を依頼 

 

○D グループ 

○E グループ ○F グループ 

発表内容 

✭学区各団体・部会のように「若者の会」を組織化したい 

✭事業所は町内会に関わりたい 

⇒回覧板や学区地図に掲載されている事業所に声をかけて協賛金を依頼 

したり、同友会を通して事業所を紹介してもらう 

【他にもこんなアイデアが】 

・ファミリー以外を取り組む（今は単身世帯を取り込む気がない） 

・子ども会や各団体の運営を外部委託する 

■Win-Win の関係になるような仕組みの構築 

■子ども食堂や子ども職業体験を事業所に担ってもらう 

■夏祭りの照明ややぐらの設営を事業所に依頼する 

■学区・町内の区域を柔軟にした方が、範囲が広がり、協力を仰ぎやすい 

 

 

 

発表内容 

 ✭地元事業所の展示会・子ども仕事体験、地元大学との連携 

などを通して、事業所を知ってもらう 

 ✭小学生の頃から、夏まつり等の行事に参加してもらい、 

中学生になったら準備に携わってもらう。学童にも協力を依頼する 

【他にもこんなアイデアが】 

・組長との交流の機会を増やす  

・マンション管理組合との接触 

・町内会の組織を充実し、会長の仕事を軽減 

・学区のサポーター（ボランティア）募集 

■事業所と一緒に夏祭りや防災訓練などを行う 

■事業所に対してどのような要望があるのかなどコミュニケーションの場を作る 

■事業所として、裏道が暗いので自販機を設置した 

 ■事業所として、各種行事への参加・出展 

■大学生に夏祭りの企画・準備や学区内の清掃活動に参加いただいている 

 

発表内容 

✭事業所や大学生、地域の若い人の中で参加してみたいと思う方は必ずいる 

 ⇒参加しやすい環境づくり（ネットやアプリを使い、マッチング） 

【他にもこんなアイデアが】 

・働きながら適度に学区に参加できるよう、平日の動員を減らす 

・祭りでの若い世代主導の企画 

・地域と PTA の連携（イベント時の協力等） 

・行事ごとのエントリー制導入 

■事業所として、地域活動に参加しやすい職場環境づくり  

■地域活動にかかる費用を割引いてもらい、その事業所名を広報誌に掲載 

■災害時にスーパー、ドラッグストアに協力依頼 

■世代ごとのつながり強化で地域参加を増やす 

 

 

発表内容 

✭事業所として、昼間稼働している強みを活かす 

⇒町内会費の代理受領、スマホ等のレクチャー 

✭夏祭りなどで労力のかかる作業を事業所や学生に協力していただく 

【他にもこんなアイデアが】 

・LINE の活用による情報の共有化 

・町内会長の手伝いをしてくれる人間関係の強化 

・若い世代の担い手を増やすため、興味を引くような SNS を発信 

・町内会費徴収を電子マネー化 

・役員の負担軽減のため、1 人でやっている仕事を２，３人に分ける 

・防災・防犯の委員会の充実（得意な人は必ずいる）  

・災害時のボランティア登録をしやすくする 

・子ども達のために地域社会として関わりやすい立場 

■事業所として、災害時に地域で不足している資材を集められる 

■事業所や学生に事務補助を頼む 


